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   小金井市墓地等の経営の許可等に関する条例の一部を改正する条例  

 

 

 小金井市墓地等の経営の許可等に関する条例の一部を別紙のように改正する。  
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 （提案理由） 

 墓地等の経営の許可等に関する基準を明確にするため、本案を提出するものであり

ます。 

 



   小金井市墓地等の経営の許可等に関する条例の一部を改正する条例  

 

 小金井市墓地等の経営の許可等に関する条例（平成２４年条例第２２号）の一部を

次のように改正する。 

 

 第３条第２号及び第３号中「登記された事務所」を「登記された日から５年以上経

過した事務所」に改める。 

 第１０条第１項第４号中「管理事務所及び駐車場」を「管理事務所及び規則で定め

る基準を満たす駐車場」に改め、同項第５号中「緑地」を「緑地及び緩衝帯」に改め

る。 

 第１４条に次の１号を加える。 

 ⑼ 規則で定める基準を満たす駐車場を設けること。  

 

   付 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、平成２５年９月１日から施行する。  

 （経過措置） 

２ この条例による改正後の小金井市墓地等の経営の許可等に関する条例（以下「改  

正後の条例」という。）の規定は、この条例の施行の日以後の経営の許可又は変更 

の申請に係る許可の基準から適用し、同日前の申請に係る許可又は変更の基準につ  

いては、なお従前の例による。 

３ この条例の施行の際現に存するこの条例による改正前の小金井市墓地等の経営の

許可等に関する条例の規定により許可された墓地等については、改正後の条例の規

定により許可されたものとみなす。 

 

 

 

 

 

 

 



備　考

同上

　⑴ 　⑴
～ 省略 ～ 省略

　⑶ 　⑶

1

　（墓地の構造設備基準）

墓地等の
経営主体
の要件の
改正

　（墓地の構造設備基準）

　⑴　省略

第３条　墓地等を経営しようとする者は、次の各号のいず
　れかに該当する者でなければならない。ただし、特別の
　理由がある場合であって、公衆衛生その他公共の福祉の
　見地から支障がないと市長が認めるときは、この限りで
　ない。

第３条　墓地等を経営しようとする者は、次の各号のいず
　れかに該当する者でなければならない。ただし、特別の
　理由がある場合であって、公衆衛生その他公共の福祉の
　見地から支障がないと市長が認めるときは、この限りで
　ない。

第１０条　墓地の構造設備は、次に掲げる基準に適合しな
　ければならない。

第１０条　墓地の構造設備は、次に掲げる基準に適合しな
　ければならない。

　⑴　省略

　⑶　墓地等の経営を目的とする公益社団法人及び公益財
　　団法人の認定等に関する法律（平成１８年法律第４９
　　号）第２条第３号の公益法人で、一般社団法人及び一
　　般財団法人に関する法律（平成１８年法律第４８号）
　　の規定により登記された事務所を、市の区域内に有す
　　るもの（以下「公益法人」という。）

　⑷　ごみ集積設備、給水設備、便所、管理事務所及び駐
　　車場（以下この号においてこれらを「駐車場等」とい
　　う。）を設けること。ただし、当該墓地を経営しよう
　　とする者が所有する駐車場等が、当該墓地の近隣に既
　　設され、当該墓地の利用者が使用できる場合で、公衆
　　衛生その他公共の福祉の見地から支障がないと市長が
　　認めるときは、この限りでない。

　（墓地等の経営主体） 　（墓地等の経営主体）

墓地の構
造設備基
準の改正

　⑵　宗教法人法（昭和２６年法律第１２６号）第４条第
　　２項の法人で、同法の規定により登記された事務所を、
　　小金井市（以下「市」という。）の区域内に有するも
　　の

　⑵　宗教法人法（昭和２６年法律第１２６号）第４条第
　　２項の法人で、同法の規定により登記された日から５
　　年以上経過した事務所を、小金井市（以下「市」とい
　　う。）の区域内に有するもの
　⑶　墓地等の経営を目的とする公益社団法人及び公益財
　　団法人の認定等に関する法律（平成１８年法律第４９
　　号）第２条第３号の公益法人で、一般社団法人及び一
　　般財団法人に関する法律（平成１８年法律第４８号）
　　の規定により登記された日から５年以上経過した事務
　　所を、市の区域内に有するもの（以下「公益法人」と
　　いう。）

　⑷　ごみ集積設備、給水設備、便所、管理事務所及び規
　　則で定める基準を満たす駐車場（以下この号において
　　これらを「駐車場等」という。）を設けること。ただ
　　し、当該墓地を経営しようとする者が所有する駐車場
　　等が、当該墓地の近隣に既設され、当該墓地の利用者
　　が使用できる場合で、公衆衛生その他公共の福祉の見
　　地から支障がないと市長が認めるときは、この限りで
　　ない。

議案第２５号資料１

改　　正　　条　　例 現　　行　　条　　例

小金井市墓地等の経営の許可等に関する条例の一部を改正する条例新旧対照表



　⑴ 　⑴
～ 省略 ～ 省略

　⑻ 　⑻

　　　付　則
　（施行期日）
１　この条例は、平成２５年９月１日から施行する。
　（経過措置）

2

火葬場の
構造設備
基準の追
加

２　省略

墓地の構
造設備基
準の改正

　⑸　墓地の区域内に規則で定める基準に従い緑地を設け
　　ること。ただし、公衆衛生その他公共の福祉の見地か
　　ら支障がないと市長が認めるときは、この限りでない。

　⑼　規則で定める基準を満たす駐車場を設けること。

第１４条　火葬場の構造設備は、次に掲げる基準に適合し
　なければならない。

３　この条例の施行の際現に存するこの条例による改正前
　の小金井市墓地等の経営の許可等に関する条例の規定に
　より許可された墓地等については、改正後の条例の規定
　により許可されたものとみなす。

２　省略

２　この条例による改正後の小金井市墓地等の経営の許可
　等に関する条例（以下「改正後の条例」という。）の規
　定は、この条例の施行の日以後の経営の許可又は変更の
　申請に係る許可の基準から適用し、同日前の申請に係る
　許可又は変更の基準については、なお従前の例による。

　（火葬場の構造設備基準）
第１４条　火葬場の構造設備は、次に掲げる基準に適合し
　なければならない。

　⑸　墓地の区域内に規則で定める基準に従い緑地及び緩
　　衝帯を設けること。ただし、公衆衛生その他公共の福
　　祉の見地から支障がないと市長が認めるときは、この
　　限りでない。

　（火葬場の構造設備基準）



議案第２５号資料２ 

 

小金井市墓地等の経営の許可等に関する条例の一部を改正する条例に係る改正概要 

 

１ 改正内容 

⑴ 墓地等の経営主体の要件として、小金井市に登記された日から５年以上経過し

た事務所を有していることを新設します（条例第３条）。 

⑵ 墓地及び火葬場に設ける駐車場の基準を新設します。基準は、規則で定めるこ

ととし、当該基準は、次のとおりです（条例第１０条、第１４条）。 

① 墓地 墳墓区画数の５パーセント以上の駐車場台数を設けること。 

② 火葬場 火葬炉数に１０を乗じて得た数以上の駐車場台数を設けること。 

⑶ 墓地の構造設備基準について、規則で定める基準に従い緩衝帯を設けることを

基準に新設します。規則で定める基準は、敷地境界と墳墓を設ける区域との間に

３メートル以上の距離を設けることとします（条例第１０条）。 

２ 施行日 

  この条例は、平成２５年９月１日から施行します（条例付則第１項）。 

３ 経過措置 

 ⑴ この条例による改正後の小金井市墓地等の経営の許可等に関する条例（以下「改 

正後の条例」といいます。）の規定は、この条例の施行日以後の経営の許可の申請 

に係る許可又は変更の基準から適用し、同日前の申請に係る許可又は変更の基準 

については、なお従前の例によります（条例付則第２項）。 

 ⑵ この条例の施行の際現に存するこの条例による改正前の小金井市墓地等の経営 

の許可等に関する条例の規定により許可された墓地等については、改正後の条例 

の規定により許可されたものとみなします（条例付則第３項）。 

４ その他 

  条例改正に併せ、規則を改正し、第１０条第１項第５号に規定する緑地の基準を

次のように改めます。 

墓地の敷地の総面積に占める緑地の割合 

改正基準 現行基準 

２０パーセント以上 １５パーセント以上 

 


